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Abstract : Buildings and pavements are damaged by vertical ground displacement along the creeping segment of 
the Marikina Valley fault system (MVFS) on the south-east part of Metro Manila, Philippines. To clarify fault creep 
trigger, ground deformation is monitored through repeated leveling surveys. And short term link between fault 
displacement and rainfall is also monitored through a continuous creep measurement device installed across one of 
the sites used for leveling survey. From repeated leveling surveys, the average slip rate since September 1999 to 
January 2010 ranges from 1.07cm/y to 2.16cm/y. Creep acceleration is observed in some leveling survey sites. 
Continuous creep measurement obtained an average slip rate of 0.01mm/day (3.65mm/y) until January 2009. 
However fault creep at NPC B appears to have stopped even with the coming of the rainy season in May 2009. 
 






636km2 に人口約 1,500 万人が居住しているフィリピン
最大の都市であると同時に，文化や経済の中心都市であ
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当初 4 地点 8 測線にて 3 ヶ月毎に実施していたが，現在
は 4 地点 6 測線にて 6 ヶ月毎に実施している． 
測量から得られた結果を図２に示す．6 測線の中で，
明瞭なクリープ性変位が現在でも観測される地点は，




線 B（NPC-B）および測線 C（NPC-C）は，2007 年 11
月まで連続的にクリープ性変位による変動が現れており，
鉛直変位速度は 0.54～1.88cm/y である．また GRV では，
3 測線全てで 2010 年 3 月まで連続的に変動が現れた．測
線 A（GRV-A）は，当初鉛直変位速度が 0.29cm/y であ
ったが，2002 年 3 月以降から加速し，2003 年 10 月まで
は 2.07cm/y，2010 年 3 月までは 2.91cm/y となり，現在，
クリープ運動は停止している．また，測線 B（GRV-B）
および測線 C（CRV-C）では，1.60cm/y と 2.60cm/y で
推移していたものが， 2011 年 6 月から-0.17cm/y と非常
に小さい値にせよ運動方向が反転しはじめている． 
なお，2012 年 8 月に現地を襲った台風により，NPC






B 測線に連続観測装置を取り付け 2008 年 9 月から観測












2008 年 9 月中旬に設置工事を行い，観測を開始した．
変位計やデータロガーの故障などにより一時中断した期
間はあるが，2012 年 9 月現在も継続している．2008 年
9 月 14 日から 2009 年 7 月 17 日までのデータを用いた



































































































































































































































SAR の結果と JICA が実施したマニラ首都圏の地下水位
調査および，それを基にした地下水位変化の予測と比較
した 5)．その結果，地盤変動の変位速度は 2005 年から

























から 1999 年 9 月から 2010 年 1 月までの間の平均スリッ
プ速度は，1.77cm/y から 2.45cm/y，2004 年から数点に
おいてクリープの鉛直変位速度は加速した．一方，連続
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